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1) 	 デュピュイトラン氏拘縮の 1例
千大整形斎藤長生
手掌臆膜の肥厚拘縮による特有な手指の屈曲拘縮
を起すデュピュイトラン氏拘縮を最近 1例経験した
ので報告する。 
57才男子，公務員。

主訴は両側環指，小指の屈曲位拘縮。
 
3) 家族発生をみた Recklinghausen氏病の I
症例
川崎市立病院整形井幡 宏 
Recklingha usen氏病の報告例は古今東西を間わ
ず枚挙民連がないが， 家族発生をみる報告例は少
い。本例は両下肢の疲労感，側轡症，色素斑を主訴
として来院し，家系調査の結果三世代に亘る家族発
約 6年前殆んど同時に両側環指，小指の掌指関節，生をみた。その遺伝形式として，一般に家族発生を
の高さの掌面な下に硬結あるに気付いた。約2年前
より両側環指，小指に屈曲拘縮を来たし，伸展不能
となる。底痛等の炎症々状はない。既往歴には特記
すべきことはない。
家族歴には妹lζ本例と同様の症状を見，娘二人に
も右小指の屈曲拘縮あるをみる。
手術は躍患健膜を切除， クラウゼ氏植皮術を行
う。手術創の縫合により術を終えた。
術後右環指，小指の伸展は良好となる。
摘出標本にはフイブロプラステンの増殖をみる。 
Fe染色(ー 〉。 
2) 恥骨結合開離の 3例
千大大学院松原 保
恥骨結合間離は，整形外科領域での報告は比較的
少し我国では川久保，池田の報告以来 12例であ
る。私は最近その 3例を経験したので報告する。
症例 [lJ 25才の女子，初産，骨盤計測にでも異
常なく，分授も正常，分焼後2時間位して激痛出
現。 レ線にて恥骨結合部lζ3.5cm陰影欠損を認め
た。骨縫合を施行，軽快退院。
症例 [2J 24才の女子，初産，骨盤計測にも異常
なく，羊水過多症による分焼であった。分境後 3日
目より，激痛，歩行困難を訴えるほどであった。入
院時恥骨結合部に 2.0cmの陰影欠損を認め， 分焼
後 6ヵ月自民退院した。
症例[3J 25才の経産婦，既往分競2回，今回の
分焼は正常，分焼後2日目より底痛出現，保存的治
療にて分現後 3週で自覚症は消失した。
以上 3例を報告し，多少文献的考察を加えた。
みた場合は優性遺伝であるといわれているが， ζれ
に倣らえば本例も優性遺伝と考える。
叉， Recklinghausen氏病の部分症候として脊髄
腫蕩を併発する乙とは稀であるが，本例はレ線検査
で脊髄腫療を疑い，脊椎弓切除術を施行すると馬尾
神経部に発生する単発性の Neuro:fi.bromで，腫蕩
の性状を考慮し，これを摘出した。術後下肢の疲労
感は消失し，日常生活lζ復帰しており，患者の将来
に対して幸とするところ大であると思う。
質問;
教授;神経症状如何，特lζ知覚障害は。
答;硬膜内腫蕩であるにも拘らず知覚障害はない。。
教授;腫療のあった場所及び形体は。
答;紡錘形で有柄，その基部は根部と連絡してい
る。
教授;神経鞘腫だね，歩行状態は。

答;正常で主訴は下肢の疲労感だった。

教授;副腎機能は。

答;調べてない。 
4う 躍骨々折の 4治験例
高石病院高石 敏 
1 開業外科病院に最近半・年間に訪れた腫骨骨折
患者の 4治験例について報告した。頻度は1.09%，
症例は全部男子， 41才から 48才までで，両側は 1
例，片側は 3例，全例とも他に合併症はない。 2例
は，キルシュナー鋼線持続牽引を行ない， 1例はス
クリュー固定， 1例は徒手整復のままギプス固定を
行なった。成績はスクリュ{国定の例が良く，徒手
整復の例は頑固な後遺症を残している。 2例は現在
治療中。
治療方針は，骨折線の方向と合併症によって，そ
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れぞれ異なった方法を採るべきである。 
5) 	 ショパール氏関節脱臼の 1例
小宮山病院整形新井多喜男
私は，単車に乗って疾走中，電車と衝突し地面に
強く転倒し，右 chopart関節並びに，距骨の脱臼
を認めた患者を経験し，とれを，腰麻の下K整復治
癒せしめた。 
6) 膝関節鼠の 1例
吉原病院整形鈴木正巳
外科松尾成久
症例:31才の男子工員，家族歴lζ異常なし。
既往歴: 2年 3カ月前に交通事故にて右膝関節強
打， 関節血腫形成，歩行不能， 開業医 K 1カ月入
院，退院後，歩行時，急l乙悲痛発現し，歩行不能に 
なる事しばしばあり，関節運動は屈曲制限，車L腰音
あり，正座不能，レ線像にて腔骨頼関隆起より，大
腿腔側頼に向う揖指頭大の骨陰影を見，手術，別
出， 1週間ホルクマン副子固定， 2週目より膝関節
運動開始，マツサーヂ，ヂアテルミーを行い， 4週
にて独歩可能，蔽頓症状なく退院。 3ヵ月 Kて屈曲
こ。7正常，正座可能となり，満足な結果を得 
本症の文献的考察Iとより，頻度，原因を検討し，
本例の原因は一回の外傷の為，惹起した輝裂骨折に
よる関節鼠であり，治療法Kついての検討を試み  
こ。7
質問
新井; Iレ線」陰影で小さい関節鼠ではどのよう
に診断するか。小さい軟骨等は空気造影では探知す
る事は困難ではないか。
斯波;撮影肢位を十分考慮すれば，軟骨でも空気
造影で認める事が出来る。
教授; Iレ線」的検査には限界があり，空気造影
で出ない場合は造影剤を使用する方法も考えられ
る。 
7) 不適合注射に基く膝関節強直の 1治験例
蘇我病院整形木村保之
症例は 4才の女子。生後間もなく誤って静注用ロ
ヂノンカルシームを 40cc助産婦により左大腿皮下
に注射されその為に局所の無菌性炎症による硬結を
来し，約 4カ年比亘る根気強いマッサージ療法lζよ
るも結局軽快せず，四頭股筋及び総躍の短縮による
膝関節の機能障碍を来し著明なる版行を来すに至っ
た。
演者は之に対し大体 Bennetの方法により四頭股
筋特に大腿直筋及び総躍に対し整形手術を行い好結
果を得た。
吾々第一線の病院に於て，この様な事故は皆無で
はないので充分注意すると共n:，不幸にしてその様
な症例記遭遇したら，一定の時期を経たら，いたず
らに長期の保存療法にたよるととなく早期に積極的
手術療法を行うべきととを痛感した。
教授;臆延長-は行はなかったか。
答;行はなかった。 
8) 陰茎肉芽腫の 11~1jについて
千大大学院立岩正孝
患者は 30才，男性。職業は船員， 陰茎矯小なり
という劣等感を抱き， 3年前，某病院にて陰茎にオ
Jレガノーゲンの注入を受けた所，最近陰茎に凹凸を
生じたので，その刻除を希望して来院，ケロイド体
質ではありません。易!J除術を行った所，異物は皮下
にのみ注入されており，海綿体Kは異常がありませ
んでした。摘出した肉芽腫は，線維芽細胞性被膜よ
りなる異物肉芽腫であり，異物巨細胞は，ほとんど
認めません。肉芽腫中央より摘出されたオルガノー
ゲンは，化学分析の結果，パラフィンとワゼリンの
混合物であることが判明しました。
各種物質を皮下に埋没し，その組織反応を探索し
た先人の教へる所lζ依ると，純度の高い硬性ノTラフ
ィンは，組織親和性が強く，異物巨細胞を作らない
との事ですので，オ Jレガノーゲンは， 乙の類のもの
であろうと思われます。 
9) 乳房パラフィノームの 1例
渡辺病院渡辺良彦  
26才，女性の乳房形成後， 4年を経て発生したパ
ラフィノームの 1例を報告した。悪性像は認められ
なかったが，文献上，癌発生の報告も見られるの
で，注意しなければならない。 
10) 頭蓋骨骨髄炎例について
大崎病院大崎寿雄
男子幼児 2例の 1例は打撲症を原因として発生し
たと認められる汎発性頭蓋骨骨髄炎と， 1例は交通
事故lとより受けた約 1cmの頭部外傷よりの創感染
と認められる頭蓋骨骨髄炎を経験し Tこ。前者に於て
は極めて重篤なる症状を呈し，続発性として外傷性
てんかんの発症を認め，後者に於ては前症例にかん
がみ，早期の治療，とくに化学療法の重要性を認識
